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①いじめ不登校などに対する相談支援体制の充実 ②特別支援教育の推進

②特別支援教育の推進

【学校から】○「生徒理解」については、生徒の「４」の意見の割合が増加し、生徒・保護者の９８％と
全教職員が「肯定」の意見である。日頃から、教職員と生徒のコミュニケーションを図ったり「きずなア
ンケート」に継続的に取り組んだ成果だと考える。引き続き、学校総体でいじめ根絶に取り組むととも
に、良好な人間関係つくりに関する生徒指導を行うことで、いじめの未然防止の取り組み及びいじめの早
期発見、組織対応の指導体制の確立に努める。また、SCやSSW、スクールサポーター等の外部機関との連携
をさらに深め、生徒や保護者の思いに寄り添った指導のさらなる充実を図っていく。

【学校から】○校内支援委員会を定期的に開催し、
SCやSSW等の専門家からのアドバイスをもらいなが
ら、生徒一人一人の支援の在り方を検討する等、教
職員の組織対応を行っているため、全教職員と保護
者の約９割が学校の対応について好意的に捉えてい
る。引き続き取り組みの充実を図っていく。

「交流及び共同学習」等の実施は、相互理解の促進
につながっていると思いますか。

先生方は、わかる授業、楽しい授業づくりに努めて
いると思いますか。

子どもは、意欲的に授業に取り組んでいると思いま
すか。

学校は、子どもの事故防止などの安全教育に取り組
んでいると思いますか。

①子どもたちの身近な安全対策の充実

先生方は、子どものよさを見つけ、子どもを理解し
ようと努めていると思いますか。

【学校から】○授業力向上では、生徒・教職員の「４」の評価が増加し、生徒の意欲的な授業の取り組みに対する教職員の「４」の評価も大幅に増加した。確
かな学力を育む教育の推進に関しては、生徒・保護者・教職員とも「肯定」の意見が大部分であり、今年度さらに充実させることができたと実感していること
が伺える。ただ、タブレットの活用に関しては、保護者と教職員で評価の差が見られるので、今後も生徒の意欲を喚起し主体的に取り組む授業づくりとタブ
レットのさらなる活用を目指して、校内研修の充実を図っていく。

【学校から】○「一人一人の生徒の尊重」では、教職員と生徒との心のふれあいや関わりを大切にする指導を本校の根幹として継続的に行っているので、９割
を超える生徒が肯定的に捉えている。今後も生徒に寄り添い、認め、励ます指導やみんなと仲良くしていく指導を継続していく。○「友達への思いやり」で
は、生徒の９７％と全教職員が「肯定」であり、教職員の「４」の評価が増加した。〇「道徳・心の教育の充実」では、昨年度に引き続き各学年で大研を行
い、全教職員で特別の教科道徳の授業に取り組んだが、教職員の評価が低下した。原因として研究実践が深まっている点は考えられるが、心の教育の充実は本
校教育の根幹であり、今後とも学校全体で言語環境の充実を中心に豊かな人間性を育む心の教育の充実を図っていきたい。

【学校から】○「健康づくり」については、三者共に昨年
度低下した数値が向上できていない。体育大会をはじめ授
業や部活動の制限が原因と考えられる。来年度に向けて、
学校保健委員会、学級指導、部活動等の充実を可能な限り
図っていく。また、学校行事もできるだけ実施し、学校生
活の充実につなげたい。

学校は、豊かな人間性を育む心の教育の充実に努め
ていると思いますか。（礼儀、生命尊重，思いやり
など）

学校は、一人一人の子どもを大切にした指導や対応
ができていると思いますか。

子どもは、友だちとなかよくしていると思います
か。
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子どもは、好き嫌いなく食事をし適度な運動と十分
な睡眠に気をつけて生活していると思いますか。

③健やかな体を育む教育の推進

①豊かな心をはぐくむ教育の推進

②確かな学力を育む教育の推進

子どもは、タブレット端末を活用して学習している
と思いますか。

【学校から】○全教職員の意見が「肯定」であっ
た。事故防止に関しては、日頃から施設安全点検を
入念に行うとともに、注意喚起を繰り返し行って事
故防止に努めた成果と考えられる。今年度は、特
に、登下校の交通事故防止の指導の徹底を図った。

【学校から】○全教職員が肯定の意見であるのに対
して、生徒・保護者には割合は高くないが「否定」
の意見も見られる。学校の取り組みを今以上に生
徒・保護者に発信し、特別支援教育への理解を深め
ていくようさらに努力していきたい。

学校では、いじめや問題があったとき、すぐに話を
聞いて対応していると思いますか。

学校は、支援を必要とする子どもの教育について、
共通理解を図りながら取り組んでいると思います
か。
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13 施設・設備の安全管理 14 教育方針・目標の理解 15 家庭や地域との連携協力

16 1　本校の教育 17 2　本校の授業 18 3　本校の行事

学校の施設・設備は、安全でよく整備・管理されて
いると思いますか。

学校は、家庭や地域と連携・協力しながら教育活動
を進めていると思いますか。

③家庭・地域社会との連携強化②最適な学習環境の整備

○一人一人の生徒を大切に指導されている様子が伺える。また、このことがいじめの未然防止等にもつながっていると思う。引き続き、「認め、ほめ、励ま
し、伸ばす」教育の取り組みが実践されることを願う。
○先生方の授業力向上への取り組みが、生徒の「わかる授業、楽しい授業」につながっていることがわかる。あえて言うなら、タブレットの活用について保護
者の理解がやや十分ではないことが伺える。生徒のタブレットを活用した家庭学習の積極的な取り組みが、保護者にも目に見えるものになると思われる。
○学校の教育目標・方針について、保護者の理解が進んでいるとの結果は、学校運営にとって大きな支えになると思う。
○学校と訪ねると、生徒たちの明るい笑顔、元気な挨拶に接し、大変な中にも先生方の工夫あるご指導があり、それに応える生徒の姿があることを実感してい
る。
○学校評価については、先生方の思い、保護者・生徒の思いにあまり差がないようでうれしく思う。生徒たちの自主性・積極性を引き出すのは大変だと思う
が、中学校の３年間が先々の子どもたちの生活に大きな影響を与える時期であることを心にとめていただき、今後もご指導をお願いしたい。
○思考力や言葉の力等のコミュニケーション能力を伸ばす授業をさらに推進してほしい。
○開かれた学校づくりをさらに進めてほしい。
○行事については、継続して大事にしてほしい。

来年度の具体的な取り組みについて

学校は、命を大切にする教育（道徳・人権教育・性
に関する指導等）に積極的に取り組んでいると思い
ますか。

〇来年度も引き続き、学校教育目標の視点で教育活動を見直し、生徒の自己実現を図るために保護者・地域・関係機関等と連携して組織的に粘り強く指導する
学校を目指す。
○学校教育目標をはじめ、学校のさまざまな取り組みについて、学校HPやＰＴＡ新聞等のあらゆる機会を通じて発信を行い、本校の教育活動に対する理解を深
めていただけるよう努める。
○学習指導要領の改訂に伴う授業実践や評価の見直しに継続的に取り組む。また、毎時間の授業の充実のためのＩＣＴを活用した教材開発を続けていくととも
に、配慮が必要な状況の子どもの基礎基本の定着を図る等、個に応じた学習のさらなる徹底を図る。
〇熊本市学力検査による学力を多面的に分析し、生徒へのきめ細やかな指導の工夫改善に努める。また、その分析により、授業の改善につなげる。
○小学校、ＰＴＡや地域の諸団体と連携しながら基本的生活習慣（あいさつ・返事・聞く姿勢・言葉遣い）・学習習慣などの規範意識を育てる指導の徹底を図
る。
○生徒が心身ともに健康な生活を送ることができるように、より一層の指導の工夫に努める。また、ＳＣやＳＳＷと連携して相談活動の充実を図り、一人一人
の思いを大切にした指導や対応の充実に努める。
○新型コロナウィルス感染症の感染防止の徹底を図る。また、学校行事等をさらに充実させ、心身共に健康な生活を送れるように、より一層の工夫に努めた
い。
〇ＰＴＡや青少協等の地域の諸団体と連携しながら地域行事等を実施し、それらを通して地域貢献を含めた挨拶、マナーなどの規範意識を育てていく指導の徹
底を図る。子どもたちの健全な成長を願い活動されている地域の方の願いや思いをしっかりと受け止め、連携・協力を図っていく。

学校は、教育方針や教育目標などを、子どもや保護
者地域にわかりやすく示していると思いますか。

学校関係者評価

【学校から】○毎月の安全点検を確実に行い、修
理・改善に継続して取り組んだ結果、三者とも「肯
定」の割合が増加した。特に、生徒の「肯定」の割
合は９７％である。今後も施設・設備の管理に努力
し、修理が必要な場合は、早急に対応できるように
したい。

【学校から】〇「教育方針・目標の理解」については、保護者・教職員とも「肯定」の割合が増加した。
また、「家庭や地域との連携協力」についても、保護者・教職員とも「肯定」の意見が増加している。今
年度も昨年度に引き続き、道徳的心情を育て、個々の能力に応じた学力の向上を目指して全職員で取り組
んできた。その取り組みに対する評価であると考えている。今後も学校は、生徒・保護者・地域へ、学校
の情報をわかりやすく示す努力を行っていきたい。また、ＰＴＡ・青少協等との連携体制については、よ
り良い方法を検討しながら、今後とも連携・協力体制を推進していきたい。

【学校から】〇「命を大切にする教育」については、人権教育・道徳教育を基盤として、教育活動全体を通して重点的に継続して指導してきた。特に、道徳教
育については、昨年度に引き続き、研究実践に全教職員で取り組んできた。その意義が教職員に浸透していることが数値から見て取れる。また、生徒・保護者
も肯定的に評価している。〇「授業の目標」については、生徒の「４」の数値がかなり増えた。ＩＣＴの活用も含めて、生徒がわかりやすく主体的に取り組む
授業づくりを目指して授業改善に取り組んできた成果の一つと捉えている。〇「本校の行事」に関しては、今年度もできるだけ行事を実施する努力を行った。
生徒の気持ちや考えを尊重し、生徒自ら企画立案した主体的な取り組みを今後とも支援していきたい。

生徒たちは、友だちと協力して行事や生徒会活動、
ボランティア活動などに参加することができている
と思いますか。

先生たちは、授業の目標（めあて・ねらい）を示し
て指導していると思いますか。

⑧本校の教育
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